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人
命
救
助
協
力
の

上
領
都
心
子
（
通
小
）
さ
ん
ら
に

市青少協が児童
福祉週間に 表彰

５
月
５
日
こ

ど
も
の
日
か
ら

一
週
間
、
全
国

一
せ
い
に
　
春

の
児
童
を
守
る

運
動
」
が
く
り

ひ
ろ
げ
ら
れ
ま

す
。
長
門
市
青

少
年
問
題
協
議

会
は
、
こ
の
運

動
の
一
つ
と
し

市
内
青
少
年
の
善
行
者
を
表
彰
し

ま
す
。

こ
の
た
び
表
彰
さ
れ
る
の
は
、

昨
年
中
に
起
っ
た
善
行
を
対
象
に

、
次
の
2
1名
で
す
。
敬
称
略

上
領
都
志
子
（
通
小
）

人
名
救
助
に
協
力

饑
野
都
志
子
（
通
か
）

劣
等
生
の
学
力
向
上
に
援
助

谷
　
正
一
（
深
川
中
）

夏
休
み
の
ア
ル
バ
イ
ト
中
、
正

明
市
の
鉄
道
線
路
の
枕
木
が
焼

え
る
の
を
発
見
、
た
だ
ち
に
通

報

関
谷
健
一
　
（
仙
崎
甲
）

谷
く
ん
と
圃
し

岡
藤
康
子
、
柴
田
輝
子
、
永
久
茂

子
、
浜
田
美
江
子
、
丸
橋
行
枝
、

三
井
礼
子
（
い
ず
れ
も
仙
崎
中
）

六
人
が
相
談
し
、
原
爆
被
災
者

に
千
羽
鶴
と
激
礼
文
を
送
っ
た

萩
原
嘉
枝
（
長
門
高
）

老
人
の
日
に
、
長
門
市
「
長
寿

園
」
を
訪
問
、
千
羽
鶴
と
お
と

し
よ
り
の
着
物
の
つ
く
ろ
い
を

し
、
ま
た
下
関
市
の
畑
中
悦
子

さ
ん
や
、
大
和
村
の
中
村
京
子

さ
ん
（
い
ず
れ
も
心
蔵
手
術
）

に
千
羽
鶴
に
激
励
文
を
送
っ
た

昨
年
甲
子
園
出
場
の
下
商
に
七

千
羽
の
折
鶴
を
送
り
は
げ
ま
し

た
。

荒
川
達
明
（
湊
一
区
五
歳
）

友
人
が
海
に
落
ら
だ
の
を
、
た

だ
ち
に
大
人
に
知
ら
せ
一
命
を

と
り
と
め
た
。

村
田
道
夫
、
沢
村
勇
、
豊
川
秀
雄

、
村
田
俊
一
、
富
田
徑
示
、
山
本

郁
夫
、
藤
田
賢
治
（
い
ず
れ
も
深

川
小
）

七
人
が
相
談
し
、
昨
年
1
2月
2
2

日
か
ら
今
年
１
月
1
5日
ま
で
、

自
分
た
ち
の
部
落
（
正
明
市
四

区
）
を
夜
ま
わ
り
し
、
そ
の
間

あ
る
家
の
火
の
不
始
末
を
見
つ

け
、
火
事
を
未
然
に
防
ぎ
、
そ

の
家
か
ら
も
ら
っ
た
五
百
円
の

お
礼
を
そ
の
ま
ま
、
年
末
た
す

け
あ
い
運
動
に
寄
附
し
た
。

山
畑
幸
博
（
深
川
中
）

池
で
水
死
寸
前
の
小
学
生
を
救

助
し
た
。

継
　
泰
城
（
仙
崎
小
）

国
体
期
間
中
、
仙
崎
地
区
内
の

花
だ
ん
を
毎
日
手
入
れ
を
し
て

ま
わ
つ
だ
。

児童福祉週間
5月５日ー11日

鯉
の
ぼ
り
の
よ
う
に

す
こ
や
か
な
こ
ど
も
を

五
月
五
日
は

こ
ど
も
の
日
。

こ
の
日
か
ら
一

週
間
、
児
童
福

祉
週
間
が
行
な

わ
れ
ま
す
。

五
月
の
空
に

ひ
る
が
え
る
鯉
の
ぼ
り
は
威
勢
の

い
い
も
の
で
す
が
、
ど
の
子
も
こ

の
子
も
、
大
空
に
泳
ぐ
鯉
の
ぼ
ｈソ

の
よ
う
に
、
元
気
に
す
こ
や
か
に

育
つ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

こ
と
し
の
児
童
福
祉
週
間
に
は

、
児
童
憲
章
の
精
神
に
も
と
づ
い

て
、
巧
丿
三
っ
ぶ
こ
と
が
ら
を
、

誰
も
が
実
行
し
よ
う
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
実
行
さ
れ

る
よ
う
ぉ
願
い
し
ま
す
。

「
家
族
で
こ
ど
も
と
い
っ
し
よ

に
遊
び
ま
し
よ
ゴ
」

親
子
の
信
頼
関
係
は
、
親
を
信

頼
し
な
さ
い
と
云
っ
て
や
れ
ば
こ

ど
も
が
親
を
信
頼
す
る
と
い
う
も

の
で
は
な
く
、
親
が
こ
ど
も
と
い

っ
し
よ
に
親
し
く
遊
ん
だ
り
、
話

し
あ
っ
た
り
し
て
い
る
う
ち
に
、

自
然
に
相
互
の
信
頼
が
深
ま
る
の

で
す
。
親
子
づ
れ
で
野
外
を
楽
し

む
の
に
よ
い
気
節
で
す
。
週
間
中

の
一
日
を
、
ぜ
ひ
、
こ
ど
も
と
い

っ
し
よ
に
楽
し
く
遊
び
ま
し
よ
う

「
赤
ち
や
ん
や
幼
児
に
ほ
ほ
え

み
か
け
て
や
り
ま
し
よ
う
」

赤
ち
や
ん
や
幼
児
の
時
代
に
、

ふ
し
あ
わ
せ
な
生
活
を
送
っ
た
り

、
不
適
正
な
扱
い
を
繰
返
さ
れ
て

育
っ
た
こ
ど
も
は
、
成
長
し
、
不

良
少
年
に
な
っ
た
り
犯
罪
人
に
な

っ
て
し
ま
う
傾
向
が
非
常
に
強
い

の
で
す
。

こ
の
時
期
の
こ
ど
も
に
は
、
何

に
も
増
し
て
人
間
的
な
あ
た
た
か

み
が
必
要
で
す
。
買
物
の
途
中
や

乘
物
の
中
な
ど
で
、
赤
ら
や
ん
や

小
さ
い
こ
ど
も
に
出
会
っ
た
ら
ほ

ほ
え
み
か
け
て
や
り
ま
し
よ
う
。

「
こ
ど
も
を
事
故
か
ら
守
り
ま

し
よ
う
」

い
か
に
可
愛
い
、
か
け
が
え
の

な
い
こ
ど
も
で
も
、
不
慮
の
事
故

で
、
取
り
か
え
し
の
っ
か
ぬ
ヶ
ガ

を
さ
せ
て
し
ま
っ
た
り
、
尊
い
生

命
を
失
づ
た
り
さ
せ
て
は
お
し
ま

い
で
す
。
花
も
実
も
咲
か
せ
よ
う

が
あ
り
ま
せ
ん
。

ア
イ
ロ
ン
、
農
薬
、
古
井
戸
、

川
ふ
ち
、
道
路
な
ど
、
家
の
中
や

周
辺
を
今
一
度
確
か
め
、
事
故
を

防
ぐ
と
と
も
に
、
こ
ど
も
に
も
、

危
険
か
ら
身
を
守
る
方
法
を
納
得

が
い
く
よ
う
教
え
て
や
り
ま
し
よ

（
お
た
ず
ね
）

わ
た
く
し
は
、
国
民
年
金
に
加

入
し
、
毎
月
掛
け
金
を
納
め
て
い

ま
す
が
、
途
中
で
死
ん
だ
場
合
は

ど
う
な
り
ま
す
か
。

（
俵
山
七
重
一
市
民
）

（
お
こ
た
え
）

三
年
以
上
掛
け
金
を
袙
め
て
い

ら
つ
し
や
れ
ば
、
死
亡
一
時
金
が

そ
の
当
時
生
計
を
同
じ
く
し
て
い

る
遣
族
（
配
偶
者
、
子
、
父
母
、

孫
、
祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹
の
順
）

に
支
払
わ
れ
ま
す
。

な
お
一
家
の
中
心
で
あ
る
主
人

が
死
亡
し
母
子
家
庭
と
な
っ
た
場

合
あ
る
い
は
両
親
が
死
亡
し
一
八

歳
未
満
の
子
供
の
み
の
家
庭
等
に

は
「
母
子
年
金
」
「
遣
児
年
金
」

な
ど
が
う
け
ら
れ
て
、
掛
け
す
て

は
、
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
民
課
国

民
年
金
係
へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

（
市
民
課
国
民
年
金
係
）

「
市
民
の
こ
え
」
投
書
の
規
定

建
設
的
な
ご
意
見
や
明
る
い
話

題
で
応
募
の
際
は
、
住
所
、
氏
名

職
業
、
年
令
を
（
ツ
キ
リ
記
入
し

て
下
さ
い
。

国民年金だより 死
亡
一
時
金
の
支

払
が
開
始
さ
れ
た

国
民
年
金
に
加
入

し
て
い
て
、
途
中
で

死
亡
し
た
ら
、
ど
う

な
る
か
？
と
心
配
が

あ
り
ま
し
た
が
、
三

年
以
上
掛
金
を
納
め

て
い
れ
ば
、
死
亡
一

時
金
が
出
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
其
の

支
払
が
開
始
さ
れ
遺
族
に
次
の
顋

位
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

死
亡
者
の
死
亡
当
時
、
そ
の
人

と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た
配

偶
者
、
子
、
父
母
、
孫
、
祖
父

母
、
兄
弟
姉
妹
の
順
序
で
す
。

な
お
、
一
家
の
生
計
中
心
者
た

る
御
主
人
が
死
亡
さ
れ
母
子
家
庭

と
な
ら
れ
た
時
や
　
十
八
歳
未
満

の
子
供
さ
ん
を
残
さ
れ
両
親
が
亡

く
な
ら
れ
た
場
合
は
遺
児
年
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
の
で
、
か
け
捨
は

殆
ん
ど
な
く
な
り
ま
し
た
。

詳
し
い
こ
と
は
市
民
課
国
民
年

金
係
へ
御
尋
ね
下
さ
い
。

今
月
の
納
税
メ
モ

固
定
資
産
税
（
含
都
市
計
画
税
）

一
期
分

納
期
限
　
　

六
月
】
日
ま
で

ルール

道
路
横
断
は

一
、
二
、
三
で
手
を
あ
げ
て

こ
と
し

も
、
春
の

交
通
安
全

運
動
が
、

五
月
十
一

日
か
ら
二
十
日
ま
で
全
国
一
せ
い

に
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
た
び
の
運
動
は
、
こ
と
し

に
な
っ
て
か
ら
増
え
続
け
て
い
る

交
通
事
故
を
、
み
ん
な
が
交
通
ル

ー
ル
を
正
し
く
守
る
と
と
も
に
ゆ

ず
り
合
っ
て
、
交
通
事
故
を
現
在

の
半
分
に
減
ら
す
こ
と
を
目
標
に

し
て
い
ま
す
。

死
亡
事
故
の
原
因
は
、
わ
き
見

運
転
、
酔
っ
ぱ
ら
い
運
転
、
追
越

し
不
適
当
、
ス
ピ
ー
ド
違
反
の
順

で
、
な
か
で
も
死
亡
者
の
ニ
ー
パ

ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
一
七
人
が
、

酔
っ
ぱ
ら
い
運
転
に
よ
る
事
故
と

な
っ
て
い
ま
す
。

車
の
運
転
は
一
歩
誤
る
と
、
人

の
生
命
に
重
大
な
結
果
を
与
え
ま

す
。
酔
っ
ぱ
ら
い
運
転
や
無
免
許

運
転
、
ス
ピ
ー
ド
違
反
な
ど
、
法

律
に
違
反
し
た
無
理
な
運
転
は
絶

対
に
し
な
い
こ
と
で
す
。

最
近
過
労
な
ど
の
運
転
に
よ
る

事
故
が
増
え
て
い
ま
す
。
事
業
主

の
方
は
無
理
な
運
転
を
さ
せ
な
い

よ
う
に
、
運
転
者
の
労
務
管
理
に

は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
歩
行

者
の
事
故
の
ほ
と
ん
ど
は
、
道
路

の
横
断
中
に
起
き
て
い
ま
す
。
ど

ん
な
に
急
い
で
も
数
秒
し
か
違
い

ま
せ
ん
か
ら
　
左
右
の
安
全
を
確

か
め
て
か
ら
渡
り
ま
し
よ
う
。

増
野
槇
夫
さ
ん
に

消
防
庁
長
官
賞

県
消
防
大
会
で
伝
達

５
月
２
日
、
山
口
県
消
防
大
会

が
宇
部
市
で
行
な
わ
れ
、
消
防
関

係
者
の
表
彰
が
あ
り
ま
か
た
。

長
門
市
関
係
分
は
次
の
と
お
り

（
消
防
庁
長
官
表
彰
）

増
野
槇
夫
（
大
羽
山
分
団
）

（
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
）

山
田
新
一
　（
通
本
部
長
）

（
県
知
事
表
彰
）

田
村
利
夫
（
湯
町
分
団
）

山
田
新
一
　（
通
本
部
長
）

三
井
重
一
　（
仙
崎
本
部
長
）

（
県
消
防
協
会
総
裁
表
彰
）

山
田
　
繁
（
副
団
長
）

百
歳
ま
で

元
気
で
働
こ
う

百
ま
で
働
こ
う
会

山
口
県
総
会

百
ま
で
働
こ
う
会
山
口
県
総
会

（
会
長
、
小
沢
太
郎
氏
）
が
、
さ

る
四
月
二
十
九
日
会
員
約
六
十
人

が
参
加
し
て
、
市
内
俵
山
温
泉
閣

で
ひ
ら
か
れ
ま
し
た
。

お
と
し
よ
り
に
は
特
効
の
俵
山

温
泉
で
、
し
か
も
熊
野
山
公
園
の

つ
つ
じ
が
見
ご
ろ
と
あ
り
、
県
内

各
地
か
ら
夫
婦
づ
れ
の
会
員
も
見

え
、
そ
の
う
ち
小
郡
町
岡
崎
藤
五

郎
さ
ん
は
八
十
六
才
の
身
体
で
元

気
に
参
加
、
出
席
者
の
目
を
う
ば

つ
て
い
ま
し
た
。

総
会
は
、
宣
言
、
決
議
を
行
な

つ
た
の
ち
、
家
庭
ア
ン
マ
の
実
地

指
導
や
余
興
な
ど
に
興
じ
た
の
し

い
一
日
を
お
く
り
ま
し
た
。

（
写
真
は
、
県
内
各
地
か
ら
あ
つ

ま
つ
だ
会
員
た
ち
）

一
、二
級
建
設
機

械
施
工
技
術
検
定

（
申
込
み
）

５
月
3
0日
ま
で
に
、
市
役
所

建
設
課
へ

（
試
験
）

一
級
　
学
科
　
７
月
1
1日

実
地
　
1
1
月
４
日
ー
1
0
日

二
級
　
学
科
　
７
月
1
2日

実
地
　
1
1
月
1
2
日
ー
3
0
日

（
く
わ
し
い
こ
と
）

市
役
所
建
設
課
建
築
係
へ

二
級
建
築

士
試
験

（
申
込
み
期
間
）

５
月
1
8日
か
ら
2
9日
ま
で

（
申
込
み
場
所
）

長
門
市
役
所
建
設
課
内

駐
在
山
口
県
建
築
主
事
あ
て

（
受
験
申
込
み
書
）

市
役
所
建
設
課
建
築
係
に
あ

り
ま
す

（
そ
の
他
）

く
わ
し
い
こ
と
は
。
市
役
所

建
設
課
建
築
係
に
お
た
ず
ね
下

さ
い
。

派
米
農
業
労

務
者
を
募
る

本
事
業
も
開
始
以
来
七
年
を
経

過
し
、
着
々
と
し
て
そ
の
成
果
も

あ
が
り
っ
っ
あ
り
ま
す
が
、
本
年

度
も
募
集
さ
れ
ま
す
の
で
、
詳
細

に
つ
い
て
は
、
市
役
所
農
林
水
産

課
に
、
お
問
合
せ
下
さ
い
。
な
お

締
切
日
は
五
月
二
十
日
ま
で
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

公
益
質
屋
流
質
物
公
売

（
日
時
）

五
月
二
十
日
（
火
曜

）
午
前
九
時
―
午
后

二
時

（
場
所
）
　
仙
崎
支
所
会
議
室

競
売
品
　
衣
類
そ
の
他
約
一
五
〇

点
香
典
返
し

（
仙
崎
幸
町
）
松
岡
正
純
さ
ん

（
湯
本
門
前
）
宮
本
五
郎
さ
ん

市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
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5
0歳
以
上
に
多
い
い
結
核

意
外
な
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
結
果

3
8
年
度
中
に
行
な
っ
た
市

内
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
の
結

果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

検
診
を
う
け
た
人
は
、
市

内
で
川
、
六
丘
ハ
トヘ
（
該
当

者
の
約
丿一
石
パ
ー
セ
ン
ト
‘

そ
り
っ

ｉ
.二
三
入
約
一
割

が
精
密
検
診
を
う
け
な
け
れ

ば
々
ら
な
い
結
果
と
な
り
ま

し
た
が
、
約
五
割
の
二
二
二

入
が
精
密
検
診
を
う
け
ま
し

た
。精

密
検
診
の
結
果
は
次
の

と
お
り
。

結
核
患
者
　
二
八
人
、
結

核
の
お
そ
れ
の
あ
る
人
　
八

一
人
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の

い
ず
れ
も
三
〇
歳

以
上
で
、
五
〇
歳

か
ら
六
五
歳
ま
で

が
一
番
多
く
、
そ

の
次
が
七
〇
歳
か

ら
八
〇
歳
ま
で
と

な
づ
て
い
ま
す
。

5
0台
は
危

険
な
年
令

五
〇
歳
台
は
、

「
ガ
ン
年
令
」
と

い
わ
れ
ま
す
が
、

最
近
で
は
結
核
年

令
と
も
な
づ
て
い

ま
す
。

結
核
は
、
自
分

一
人
だ
け
で
な
く

、
社
会
全
体
に
大

き
い
迷
惑
を
与
え

ろ
病
気
で
す
。

お
互
い
に
　

自

分
の
た
め
、
一
家

の
た
め
に
、
今
年

度
は
一
人
残
ら
ず

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

を
う
け
異
常
の
あ

る
人
は
早
く
手
当
て
を
す
る
よ
う
心
が
け
ま
し
よ
う
。

牛
、馬
、豚
の
霊
よ

安
ら
か
に
眠
れ

市
営
屠
場
に
畜
魂
碑

長
門
市
営
と
場
が
、
昨
年
四

月
か
ら
、
こ
と

し
三
月
ま
で
に

処
理
し
た
数
は

一
、
一
五
六
頭

に
の
ぼ
り
ま
し

た
。内

訳
は
、
牛

三

匸
一
頭
、
子

牛
八
頭
、

阪
八

一
六
頭
、
馬
一

頭
、
羊
一
頭
で

す
。市

で
は
、
肉

食
の
増
加
で
、

今
後
こ
の
数
が

多
く
な
り
い
く

ら
家
畜
と
は
い
え
、
尊
い
生
命
を

私
達
の
た
め
に
捧
げ
た
こ
れ
ら
の

霊
を
な
ぐ
さ
め
よ
う
と
、
長
門
大

津
食
肉
組
合
の
援
助
に
よ
づ
て
、

こ
の
ほ
ど
市
営
と
場
内
（
西
深
川

上
川
西
）
に
畜
魂
碑
が
完
成
し
ま

し
た
。
こ
の
碑
の
大
き
さ
は
、
た

て
一
メ
ー
ト
ル
よ
こ
五
〇
セ
ン
チ

の
自
然
石
で
、
『
畜
魂
碑
』
と
大

寧
寺
住
職
井
原
徹
学
さ
ん
の
字
が

き
ざ
み
こ
ま
れ
て
い
ま
す
。

（
写
真
は
、
市
営
と
場
内
に
完
成

し
た
畜
魂
碑
）

九
五
九
柱
を
追
悼

し
め
や
か
に
市
慰
霊
祭

戦
争
で
、
尊

い
命
を
う
ば
わ

れ
た
戦
死
者
は

長
門
市
内
で
九

五
八
柱
に
の
ぼ

つ
て
お
り
ま
す

こ
の
人
た
ち

の
霊
を
慰
さ
め

る
合
同
慰
霊
祭

が
、
こ
と
し
は

さ
る
四
月
二
十

五
日
午
前
十
時

半
か
ら
、
中
央

公
民
館
大
講
堂

で
、
遺
族
の
方

約
八
百
人
が
あ

つ
ま
つ
て
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
俵
山
、
通
、
渋
木
な

ど
か
ら
貸
切
り
バ
ス
で
朝
早
く
か

ら
、
お
と
し
よ
り
や
子
ど
も
づ
れ

が
目
だ
ち
、
午
後
か
ら
の
余
興
（

仙
崎
白
菊
会
の
芝
居
）
に
、
涙
し

な
が
ら
最
後
ま
で
熱
心
に
見
て
い

ま
し
た
。

（
写
真
は
、
仙
崎
白
菊
会
員
に

よ
る
余
興
、
芝
居
「
茶
山
」
の
一

幕
）

「
働
く
年
少
者
の

生
活
文
」
募
集

メ
切
り
六
月
十
日

労
働
省
が
、
働
く
年
少
者
に
体

験
を
と
お
し
て
の
感
想
、
考
え
な

ど
を
募
集
し
、
こ
の
人
た
ち
の
保

護
、
福
祉
の
向
上
の
資
料
と
す
る

目
的
で
、
生
活
文
を
次
の
要
領
で

募
集
し
ま
す
。

（
応
募
資
格
）

昭
和
2
1年
４
月
１
日
以
後
に
生

ま
れ
た
働
く
年
少
者

（
応
募
内
容
）

主
と
し
て
次
の
内
容
と
す
る

①
職
場
生
活
と
私
の
夢

（
現
在
の
生
活
を
通
し
て
、

将
来
や
り
た
い
と
思
う
こ
と

な
ど
を
ま
と
め
る
）

②
創
意
と
工
夫

③
余
暇
の
活
用

以
上
、
題
名
は
自
由
。
応
募

文
は
一
人
一
編
で
未
発
表
の
も

の
。

（
原
稿
の
な
が
さ
）

四
百
字
づ
め
原
稿
用
紙
六
枚

以
内

（
応
募
メ
切
り
）

６
月
1
0日
ま
で

（
賞
）

優
秀
作
品
六
〇
絅
以
内
に
労

働
大
臣
賞
及
び
副
賞
授
与

（
そ
の
他
）

く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
福
祉

事
務
所
社
会
係
へ
お
た
ず
ね
下

さ
い
。

定
例
歌
句
会
か
ら

長
門
短
歌
会
選

（
雑
　
詠
）

明
る
さ
の
あ
ふ
る
る
柄
を
子
に

買
い
て
今
年
も
耐
え
ん
我
が

春
の
服

正
明
市
　
福
田
初
枝

心
重
き
用
件
持
ち
て
行
く
我
の

車
窓
を
過
ぐ
る
爛
ま
ん
の
春

渋
　
木
　
吉
内
静
子

（
当
季
雑
詠
）

来
た
日
よ
り
古
巣
の
様
子
見
る

燕
赤
　
郷
　
伊
藤
木
陽

皺
の
前
晴
着
の
孫
の
す
ま
し
顔

下
　
郷
　
伊
藤
み
ち
江

春
風
や
美
髯
の
翁
の
杖
太
し

俵
　
山
　
藤
永
み
さ
を

わ
ら
び
摘
ひ
手
元
く
る
わ
せ

と
か
げ
逃
ぐ

田
　
屋
　
中
穂
信
子

健
康
相
談
は
保
健
所
へ

毎
週
火
曜
日
　
　
一
　
　
般

〃
　
木
曜
日
　
　
母
　
子

乳
幼
児
を
お
も
ち
の
お
母
さ
ん
方
は
と
く
に
こ
の
健
康
相

談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

毎
週
火
曜
日
　
　
一
般
健
康
相
談

〃
　
木
曜
日
　
　
母
子
（
妊
婦
乳
幼
児
）
の
健
康
相
談

場
　

所
　
　
　

長
門
保
健
所

乳
幼
児
の
異
常
の
早
期
発
見
や
発
育
に
応
じ
た
離
乳
食
、

栄
養
の
と
り
方
な
ど
正
し
い
指
導
を
う
け
、
健
康
な
子
ど

も
を
育
て
ま
し
よ
う
。

た
ば
こ
は

市
内
で

買
い
ま
し
よ
う

六
月
の
新
潟
国
体
へ

郷
土
出
場
選
手
次
々
き
ま
る

六
月
六
日
か
ら
新
潟
県
で
ひ
ら

か
れ
る
、
第
1
9回
国
体
の
予
選
会

が
各
地
で
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
が

、
こ
れ
ま
で
に
決
定
し
た
も
の
の

う
ち
、
長
門
市
関
係
分
は
次
の
と

お
り
。

△
高
校
陸
上
女
子

長
門
高
二
年
　
藤
岡
郁
子

△
高
校
相
撲

水
産
高
校

△
ボ
ー
ト
（
高
校
フ
イ
ツ
ク
ス
）

水
産
高
校

（
一
般
男
子
フ
イ
ッ
ク
ス
）

長
門
青
年
団

（
一
般
女
子
ナ
ッ
ク
ル
）

長
門
青
年
団

朝
日
レ
ガ
ッ
タ
で

長
門
青
年
男
二
位

さ
る
四
月
十
八
、
十
九
日
の
二

日
間
、
滋
賀
県
大
津
市
瀬
田
川
コ

ー
ス
で
ひ
ら
か
れ
た
、
第
十
七
回

朝
日
レ
ガ
ッ
タ
に
長
門
青
年
ボ
ー

ト
部
（
男
女
）
が
出
場
し
、
一
般

フ
イ
ッ
ク
ス
（
男
子
）
は
強
豪
を

お
さ
え
見
事
二
位
に
入
り
ま
し
た

記
録
は
次
の
と
お
り
（
関
係
分

の
み
）

男
子
一
般
フ
イ
ッ
ク
ス

予
選
Ｂ
組

１
長
門
青
年
　
四
分
○
二
秒
○

２
米
子
漕
艇
　
四
分
の
三
艇
身

決
勝

１
ト
ヨ
タ
車
体
四
分
○
一
秒
四

２
長
門
青
年
　
四
艇
身

３
瀬
田
夕
照
会
一
メ
ー
ト
ル

一
般
女
子
ナ
ッ
ク
ル

予
選
Ｂ
組

１
中
部
電
力
　
三
分
二
〇
秒
八

２
大
津
高
校
（
滋
賀
県
）
四
艇
身

３
滋
賀
大
学
　
一
艇
身
三
分
の
一

４
長
門
青
年
　
四
分
の
一
艇
身

・
出
場
メ
ン
バ
ー

（
　
）
内
は
勤
務
場
所

部
　
長
　
大
庭
三
雄
（
市
教
委
）

男
子
監
督
　
城
　
喬
夫
（
僧
侶
）

Ｃ
　
野
村
　
敏
（
市
教
委
）

Ｓ
　
林
　
洋
冶
（
市
役
所
）

５
　
末
永
貫
之
（
商
業
）

４
　
国
弘
俊
和
（
市
役
所
）

３
　
進
藤
信
行
（
市
役
所
）

２
　
城
戸
義
和
（
広
相
）

Ｂ
　
通
井
俊
治
（
電
々
）

補
　
山
下
勝
也
（
市
役
所
）

〃
　
岩
田
邦
明
（
市
役
所
）

女
子
監
督
　
藤
村
健
治
（
仙
中
）

Ｃ
　
南
部
夕
力
子
（
市
教
委
）

Ｓ
　
森
脇
道
子
（
無
職
）

３
　
内
中
淳
子
（
市
役
所
）

２
　
石
本
久
代
（
仙
崎
農
協
）

Ｂ
　
宮
本
啓
子
（
商
業
）

補
　
南
野
陽
子
（
仙
中
）
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